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キャンペーンの狙い 

• 過去４０年間、農作業中の死亡事故が４００
件前後と減らないことへの憤り 

• 労働者でも経営者でもある農家のいのちを
守る仕組みがない。「事故は個人責任」 

• 他産業に比べて農業だけが遅れを取って
いる現状を変えたい 

→２００９年１０月～１０年７月まで長期連載。 

  現在も「いのちを守れ」として継続中。 



第１部「悲しみのさきに」 

伝えたかったこと 

農家１人の死は・・・ 

• 地域営農に影響
を与える。 

• 担い手が減る 

• 耕作放棄地発生 

・ 集落営農の存続危
機も 

 

 



 そ 

     そして女性も。 

     団塊の世代の 

     新規就農も。 

  

 

     右腕、右眼、 

     背中、わき腹 

     そして心も。 

 セ       



    

   事故に遭う 

   →家族が悲しむ 

   →作業、経営の 

    負担が重くなる     

   →規模縮小 

   →収入減 

    

  事故によって「負の
スパイラル」に陥る 

 

   

   



 

   大規模化 

   が進む 

   →余裕失う 

   →規模縮小へ 

    

   ゆとりなくし 

   襲う過労死 

   対策は個人で   

や  は「限界に」 



 
 
７歳男児、６歳女児。 

 事故は幼子まで巻き
込む。  

→家族の人生が 

 大きく狂う。 

  

 「わしらのような悲し
みを味わってほしく
ない」 

 



   

 事故は若き担い手も
巻き込む。  

１０代で右足を失った
酪農青年。 

「事故は誰でも起こる」 

「人ごとではない」  

 全国の負傷者数、い
まだ「不明」 

 労災保険、加入者わ
ずか５％。 

 



そして今も。 

   

  昨年末、届いた喪   
中はがき。 

 ３３歳の担い手が死
亡、若妻、幼子２人 

 が遺された。 

 



悲しみを繰り返さないために。 

 他産業が事故を大幅に減らす中で、 

 ４０年間、約４００人が死に続けるのは異常。 

（毎年、ジャンボジェット機１機が落下している） 

→安全を個人任せにするのは限界。 

 地域、集落ぐるみで安全を確保する仕組みが
必要。「安全はただではない。つくりだすもの」 

→交通安全のように粘り強く、繰り返し、研修な
どで地域の安全を啓発するべき 

  



 

 食料自給率の向上 

 食の安全・安心 

 他産業並みの所得 

 規模拡大 

 鳥獣害防止 

 担い手育成・・・・・・ 

  

 すべては農業者の「いのち」を守ることから。 

 今こそ政府、業界、産地上げて現状打開を 

  

  


